
策定日：令和 4年 4月 1日 

一般事業主行動計画 

医療法人社団 紫苑会 

 

職員が仕事と子育て・家庭生活を両立しながら個別に有する能力を十分に発揮できるような雇用環

境の整備を行うため、以下の対策を行う。 

 

1. 計画期間   令和 4年 4月 1日～令和 7年 3月 31日までの 3年間 

 

2. 内 容 

 

【目標 1】 

育児休業制度等の周知による利用促進 

〈対策〉 

 令和 4年 4月～ 制度周知と利用促進、利用したことのある職員以外の職員の理解を増進す

るため、育児休業・介護休業等各種関連制度及び当法人の関連規程を

定期連絡会議、イントラネットの活用等を利用し、職員に周知する。 

 

【目標 2】 

管理職全体に占める女性労働者の割合を拡大する 

令和 4年 4月 52.4%       目標 57.2%  

〈対策〉 

令和 4年 4月～ 次期管理者の設定 

令和 4年 9月～ 必要研修の受講（OJT研修も含む） 

 

 

【目標 3】 

年間 20日以下の有給所得者の内、50％以上を年間取得日 20日以上にする 

2021.4～2022.3実績 88名   目標 44名 

〈対策〉 

令和 4年 4月～ 業務課から有給取得が少ない職員への取得啓蒙 

 

 

 

 



【目標 4】 

短時間正規職員制度について、3歳以上の規定設定を行い、利用実績を作る 

〈対策〉 

令和 4年 4月～ 小学校始業までとした規定変更を改めて周知 

令和 5年 4月～ 利用実績を 10例以上 

            利用内容により、始業・終業時間の検討 

 

 

【目標 5】 

計画期間内に育児休業（男性の場合は育児休業又は子の看護休暇）の取得率を、次の水準以

上もしくは維持をする。 

男性・・・1人以上取得    女性・・・取得率 80％以上 

〈対策〉 

令和 4年 6月～ 諸制度の再周知と利用促進を図るため、管理職を対象にした研修を実施す

る。 

令和 4年 9月～ 職場環境、管理者の理解、法人からの周知により職員の利用を促す。 

 

    

【目標 6】 

週 1日のノー残業デーの導入 

〈対策〉 

令和 4年 4月～ 既実施部門及び職員個人の残業時間の現状把握。 

令和 4年 9月～ 制度内容の改めての周知。実施と継続 

 

【目標 7】 

子供が、保護者である職員の働いているところを実際に見ることが出来る「子供参観日」の実施 

〈対策〉 

令和 4年 6月～ 検討部門を設置し、実施内容を検討・決定する。 

令和 4年 12月～ 参観日の実施内容を職員に周知する。 

令和 5年 5月～ 参観日を実施するとともに、職員へのアンケート検査を実施し、次回の実施に

向けた検討を行う。 

            ※新型コロナウイルス感染症等の状況を踏まえ、検討していく 

 

以上 


